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した の で 報告する . ( 症例) 39 歳 , 女性 . ( 既往歴)

1 984 年か ら先天性尿路奇形 によ る慢性腎不全 の た

め血液透析をして い る . 19 86 年, 早期胆嚢癌 で胆

嚢摘 出術 を施行 した . ( 現病歴)200 1 年 3 月22 日,

水尿管 の経過観察 の C T を行 い 肝内胆管 の 拡張が

あり 5 月 8 日, 精査加療 目的 に入院 した . 肝胆道

系 酵素と 腫蕩 マ
ー カ ー

は 正 常 範 囲内 で あ っ た .

( 腹部超音波検査お よ び C T) 肝 内胆管 ( B 3 ) の

拡張を認め たが , 結石や 腫癌 はなか っ た . 以前 の

C T と比較 して胆管拡張は増強して い た . ( M R C P)

B 3 の 狭窄とその 末梢 側 の 拡張を認 め た が , その

他の 肝内胆管や総胆管 の 異常 はなか っ た . 以上 よ

り肝内胆管癌を疑 い 6 月 6 日, 肝外側 区域切 除を

施行 した . 病理学的に B 3 の 狭窄は肝 内胆管 附属

腺 の 増生 , 異所性勝と豊富な結合組織 に よ っ て 生

じて い た . その 末梢側 の 拡張胆管 の 一 部に は異型

上 皮を認め , 肝内胆管粘膜痛 と診 断 した . 術後経

過は良好で17 病日 に退院 した . ( 考察) 肝内異所性

揮 の 発見塀度は 4 % で肝内胆管 の 1 次また は 2 次

分枝の胆管壁周囲に存在 し, す べ て が H ei n ri c h Ⅱ

型 で牌腺房細胞は導管 で胆管と交通 して い る とさ

れる . 本症例は異所性揮が胆管狭窄 に関与 し胆 管

拡張と癌を生 じた と考えられ た . ( まとめ) 非常に

まれ な肝内異所性豚を併発 した肝内胆管粘膜癌 の

1 例 を経験 した の で 報告 した .

6　術前胆嚢癌が疑われた黄色肉芽腫性胆嚢炎，

合流部結石の一例

高野可赴・ 山本 智
岩谷昭・ 宮原 和弘
河内保之・清水武昭 (昇中央綜合病院)

黄色肉芽腫性胆嚢炎や合流部結石 はと も に, し

ば しば胆嚢癌や胆管癌と の 鑑別が困難な こ とがあ

る . 今回, 術前胆嚢癌が 疑 われ た黄色肉芽腫性胆

嚢炎, 合流部結石 の 一 例を経験 した の で報告する .

症例は76 歳女性 . 200 1 年 5 月15 日全身倦怠感, 黄

痘を主訴に受診 . 受診 時, 総 ビリ ル ビ ン 12 .1 m g /

dl
, 腹部 エ コ ー 上

, 両側肝 内胆管の 拡張, 胆嚢結石

を認め , 精査加療目的に入院 . 入院後,
B 3 よ り経

皮経肝胆道 ド レ ナ
- ジ ( P T C D ) に よ る減黄術施

行 . P T C D 造影では上 部胆管か ら中部胆 管の 狭 窄

を認め , 胆嚢管 , 胆嚢 は 造影さ れ なか っ た . 腹 部

C T で は胆嚢壁 の肥厚と胆嚢内 に充実性 の 腫痛 及

び1 .5 c m 大 の胆石を認め た . 明 らか な肝浸 潤 , 十

二指腸浸潤 は認め なか っ た . 2 001 年 7 月 4 日 , 胆

石合併 の 胆嚢癌を強く疑 い 手術 を施行 . 術 中 , 胆

嚢を肝床部より剥離する際に胆嚢底部より膿が流

出し, また胆嚢 頚部か ら総肝 管, 総胆 管に2 .5 c m

大 の 散頓 した結石を認め
, 合流部結石 と考え ら れ

た . 胆嚢炎を疑 い
, 胆嚢壁 の

一

部を迅速病理診 断

に提 出し, 結果 は炎症所見 の み で悪性所見を認 め

なか っ た . その た め, 胆嚢摘 出術 , 左右肝管分岐部

か ら膝上縁まで の 肝外胆管切除, 肝管空腸吻合術

を施行 した . 術後病理組織学的に悪性所 見を認 め

ず, 黄色肉芽腫性胆嚢炎と診 断さ れ た . 術後経過

は良好で術後32 病 日に退院した .

7 　 下 部 胆 管 癌 と 胃 内 分 泌 細 胞 癌 の 併 存 の 一 例

冨山武美・ 石川 卓 (冥宗
達豊栄病院

)

症例は6 8 歳男性 . 平成13 年1 月19 日 下痢 にて 近

医受診し黄痘 を指摘,
1 月2 0 日 当院内科 受診, 入

院とな っ た . 1 月25 日 P T G B D 施行,
1 月30 日 C T

に て 下部胆管癌 の 疑 い とな っ た . 1 月30 日 施行 し

た胃 内視鏡 に て E G J 直下 に S M T 様 腫痛 あり生

検にて a d e n o . c a . p o rl
. ,

s u sp の 診断で あ っ た . 2

月14 日胃全摘
,
膝頭十 二 指腸切 除を行 っ た . 術 後

経過 は良好で 3 月19 日退 院した . 術後病理 で は

n e u r o e n d o c ri n e c a n c e r o r st o m a c b と c a n c e r of

l o w e r bil e d u ct , t u b l > t u b 2 の併存例で あ っ た .

5 月21 日 C E A
, C a 19 - 9 の 上 昇を認め

, C T エ コ ー

に て 多発肝転移 の診断とな っ た . 現在外来 に て 経

過観察中である .


